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古 形 誠 一

〔昭和33年3月24日 受稿〕

緒 言

1856年Williamsに よつて創製された感光色素は

その感光性を利用 して写真工業における増感剤 とし

ての役割をはたしてきたが, 1932年Browningに

よつて殺菌作用のあることが発見され てい らいわが

国においても波 多野 教 授 のIlluminol-Rの 紹介に

はしまつてしだいに治療方面への応用が着 日されて

きた.そ の後 さらに基礎,臨 床医学的な研究がすす

められ,戦 時中に虹波,紫 光等があらわれ,さ らに

治療 効 果 の大 な る毒性 の す くないChinocyania

(Lumin), Thiazolocyanin(Platonin)系 の感 光 色

素へ と発展して きた,各 種感光色 素が火傷,創 傷,

骨折あるいはその他外科豹疾患の治療促進に関 して

末梢血行の促進,組 織 の賦活作用,新 陳代謝の円滑

化,白 血球貪喰能,細 菌発育阻止の強化等に大なる

影響をあたえることはすでに尾形1),波 多野2) 3),今

永4),荒 川5)氏 らの多数の研 究 に よつ て解明 され て

いる.

さて,火 傷の治療に関する研究は従来 より多数お

こなわれてきたが,と くに 日支事変 よ り第二次世界

大戦にかけては火器の発達 とともに進歩 し,ま た戦

争中より戦後にひきつづいて各種産業の興隆 ととも

にさらに一段 と発展 してきた.火 傷はその原因体で

ある火焔,熱 湯,蒸 気,灼 熱固体,爆 弾お よび焼夷

弾等のいかんにかかわ らず全身性 の疾患であ り,そ

の変化は急激かつ著明であるため,局 所的 な処置 と

同時に全身状態の検索 と治療とが必要であ り,し か

もそれに よつて患者の生 命が左右 されている.そ れ

故全身状態の変化,と くに血液諸成分,血 清蛋白中

とくに抗体産生に重大 な関係 を有する γ-globulin,

網状 内被細胞系機能等 の変動にも留意 して治療せね

ばならない.

前述の ごとく,感 光色素が火傷にたいして も治癒

促進的に作用す ることは多 くの臨床的研究に よつて

ほぼた しかめ られてい るが,そ の作用機序に関 して

はい まだほ とん ど闡明にされていない.

著者 は火傷にたい して卓効あ りといわ れ,か つ毒

性す くないThiazolocyanin系 感 光 色 素Platonin

 N. K. No. 53が,火 傷 時 における抗 体 産 生,網 内

被 系等にたいしいかなる影響 をお よぼすかを検索 し,

もつてPiatoninの 火傷にたいす る作用機作 を究明

せん とした.

全身的障碍である火傷時における網 内系機能,抗

体産生等にたい して感光色素Platoninが い かなる

影響をお よぼすかを しらべるため,ま つ網内系機能

を低下 させ ない正常 ウサギについて種 々の程度に火

傷 させて火傷時におけ る網内系機能,血 清蛋白分劃,

血液像お よび尿所 見 等 を検 査 し,さ らにPlatonin

を投与 してそれ らの変 動 を しらべ, Platoninを 投

与す ることに よつていかなる影響 がみ られるかにつ

いて研究をお こなつた.

実験材料および実験方法

実験動物には同一条件で 飼 育 した体重2.5kg前

後の成熟健常 ウサギを使用した.す なわち,早 朝空

腹時に腹位に固定 し,目 的の部分をあらか じめ丁寧

に剃毛 し,ガ ス焔にて一定時間灼熱 した和 裁用鉄鏝

(底面積を実 測 した と ころ41.36cm2で あつ た)で

もつて脊柱部 をさけて火傷せ しめた.火 傷 させ る時
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間は一定に し,鉄 鏝の個 数2個(火 傷面 積 率は7.4

%), 4個(同12.8%), 6～8個(同17.6～21.8%,

面積率が22～26%以 上になる と死亡)に よつ て火傷

の程度を軽,中 および重症の3群 にわけた.検 査は

火傷前 日,火傷6時 間後, 24時 間, 3日, 1, 2, 3, 4,

 6お よび9週 後の計10回 お こなつた,な お採血に よ

る変動をな るべ くす くな くするため, 1回2ml以

上 の採血は極力 さけ,対 照 として数匹の ウサギにつ

いて採血に よる 影 響 を しらべたが, 1回2mlま で

の採血に よる変動は1.0%以 下であつた.採 血はす

べて耳静脈穿刺 に よつ てお こなつた.

使用した感光色 素は当教室慣用の 日本感光色素研

究所提 供のPlatonin N. K. No. 53で, Platoninの 使

用量は軽,中 等お よび 重 症 の3群 におのおのpro

kg 5γ, 25γ, 50γ の3種 類 を火傷直後,火 傷翌

々日,火 傷4日 目の隔 日3回 にわ たつて耳静脈に注

射 して検査 をお こなつた,隔 日3回 法を用いた理由

は教室の本庄6)の 実験に よれ ば,墨 汁填塞 あるいは

剔脾 して網内系機能障碍 をおこさしめたウナ ギの網

内系機能を亢進せ しめ γ-globulinを 増 加せ しめ る

には隔 日3回 法が最良の成績を得ているのでこの方

法 にしたがつた.

実験時におけ る諸検査 はつ ぎの方法に したがつて

お こなつ た.す なわ ち,網 状 内被細胞 系(網 内系)

機能の測定はAdler-ReimannのKongorot法 に よ

り,血 清総蛋白量は 日立 製蛋 白計,血 清蛋白分劃は

Tisellius電 気泳動法実施規 定 に したがつて 日立製

H. T. D. I型 電 気泳 動 装 置 を 用い,血 液 水分量は

Bang法 に よ り,ヘ マ トク リッ ト値 は加藤式微量

測定管をもちい,ヘ モ グ ロビ ン量はSahli-小 宮法

に より,赤 血球数お よび白血球数はThomas-Zeiss

型 メランジ ュールを使用して各算定 した.以 上 の検

査には誤差 をきわめてす くな くするためにつねに同

一の器具をもちいた.

尿総窒素量の測定は二重底金網籠 をもちいて糞塊

が下 に う け た採尿瓶 に落下 しないよ うにしてた く

わ えた1昼 夜尿を清浄濾紙で濾過 したのち,ま つ尿

比重計 で比重 をはか り,つ いでその一定量を分取 し

てKjeldahl法 に より測定 した.

実 験 成 績

1.火 傷 ウサ ギの一般症状

火傷時 ウサ ギは該皮膚をつ よく反射的に収縮せ し

め,涕 泣流涙 し,難をのがれんとしてあばれ,屎 尿を

もらす.火 傷後固定よ り開放 してもしばら くは起立

し得ず,腹 臥位 をと り,閉 目あるいは半開,呼 吸浅

表 に して頻,刺 戟反応せず,食 思はまつた くない.

体重は受傷後 よ り減少 し,受 傷後数 日に して食思

はしだいに良好 となるが,軽 症においても容易に恢

復の徴 な くしだいに減少 してゆ き,受 傷後3週 以後

になつてはじめて増加 して くるが,受 傷前値にまで

恢復す るには軽症で も4週 以上,重 症では6週 以上

の長期間を要す る模様である.

火傷部位は3～5日 目頃よ りきわめてかたき痂皮

状 とな り, 2週 頃よ りその一部が遊 離しは じめ分泌

物をみ る.痂 皮 剥離後周囲部 より中心部にむかつて

新鮮 な皮膚に ておおわれて くる.受 傷部全般が新鮮

皮膚 におおわれ て一部には被毛 し,完 全に治癒 した

もの とお もわ れる時期は,感 染の有無,程 度により

相違が あるがおおよそ軽症に て6週,中 等症にて6

～9週 ,重 症にては9週 以上にお よんでもなお完全

治癒 にはいた らない.

以上 のごとき一般症状を呈す る火傷ウサ ギにたい

し, Plstoninを 投与 し た場 合 は投与せざる例に く

らべて体重の減 少は軽 度に とどめられ,ま た増加の

徴候をみせ受傷前値にかえるに要する 日時は短縮さ

れている.受 傷部位の変化 も痂皮剥離ははや く.新

鮮皮膚 の出現,被 毛の状態が早期に,か つ完全に復

元 して軽症で6週 まで,中 等症で6～7週,重 症で

も9週 におよぶものなく,感 染例 もす くな く死亡例

もほ とんどな くなつ てあきらかに治癒が促進 されて

いる.

2,網 内系機能(表1)

火傷ウナギの網内系機能の変動は,火 傷後急速か

つ高度にその機能が低下 し,火 傷後6～24時 間の間

に最低 とな り,そ れ以後は徐々に あるいは比較的急

速に受傷前値 もしくはそれ以上に恢 復(火 傷後1～

2週 目の間に),そ れ以後は多少 の動 揺をみせなが

ら受傷前後を維持 している.軽 症群に くらべ重症群

ほど受傷直後の機能低下がはなはだ しく,し か も恢

復が緩慢で長期間を要する.

か くのごとき変動をしめす火傷 ウサギの網内系機

能にたい してPlatnninを 投与 した 場合の変動は,

受傷直後の機能低下の程度 が よわめ られてお り,な

おかつ恢復 もはやめ られて受傷後1週 に して受傷前

値以上に恢復するものが大多数の例にみられる.な

お各例についてその変動をみ ると,軽 症には5γ/kg,

中等症には25～50γ/kg,さ ら に 重 症 には50γ/kg

と火傷程度に より投与量を増加 した場合が より良好

の恢復成績 をお さめている.
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表1　 網 内 系 機 能(コ ンゴ ロー ト指数)

註:各 段で上の数字は平均値を,下 の数字は変動差をしめす

3.血 清総 蛋白量(表2)

火傷 ウサギの血清総 蛋白量は受傷後激減 して24時

間後に そ の 度 が もつ ともいち じるしく,重 症では

1.25g/dlの 減少 で正常値に くらべて平均18.5%減

少 し,軽 症 でも0.85g/dlの 減少で平均12.8%減 少

し, 3日 目以後は多少の動揺をしめ しなが らしだい

に恢復 してゆ く.受 傷後3週 を経過 しても受傷前値

にかえつてこない例 もあ るが,大 部分は3週 ごろよ

り受傷前値以上の値を維持する.重 症例ほ ど受傷直

後の減少が大で,恢 復開始の時期 もおそ く,軽 症お

よび中等症ではおおむね2週 目ごろに受傷前値にか

える.

Platonin投 与例で も血清 総 蛋 白 量は受傷後減少

するが,非 投与例に比 して各症例 とも一般に減少度

が小であり,と くに軽症例では5γ/kg投 与の場合,

中等症例では25～50γ/kg投 与の場合,重 症例では

50γ/kg投 与の場合が他の場合 よりも減少度が小で

あり,受 傷前値 に恢復す るのはPlatonin投 与例で

は大部分が1～2週 の間であった.

4.血 清Albumin分 劃比(表3, 4, 5お よび6)

火傷 ウサギの血 清albumin分 劃比は 受傷早期に

急激に減少し,受 傷後24時 間 ない し3日 までの間に

最小値をしめす.そ の後は多少の動揺 をしめ しなが

ら徐々に恢復 してゆ くが, 3週 にいたるも受傷前値

にまで恢 復せず, 4週 にいたつ てようや く恢 復の徴

がみ られた.

重軽症による変動差 は総蛋白量の変動にほぼ一致

してお り,重 症程albumin分 劃比 の減少度が大で

あつた.

Platoninを 投与 した 合には非 投 与 群に くらべ
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表2　 血 清 総 蛋 白 質 量(g/dl)

註:同 前

表3　 血 清 蛋 白 分 劃 百 分 比(%)
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註:同 前

表4　 血 清 蛋 白 分 劃 百 分 比(%)
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註:同 前

表5　 血 清 蛋 白 分 劃 百 分 比(%)

註:同 前
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表6　 血 清 蛋 白 分 劃 百 分 比(%)

註:同 前

てalbumin比 の減 少度が小であ り,か つ受傷前値

に恢復するのもはや く,非 投与群では9週 にいたる

も受傷前値にたつ しないのにかかわ らず,投 与群で

は3～4週 後にすでに受傷前値を こえて恢復 してい

る.軽 症例にPlatonin 5γ/kgお よび重症例に25～

50γ/kgを 投与 した場合には他の投 与 量に くらべて

albumin比 の減 少がやや す くな くかつ恢 復 もはや

いよ うで あつた.

5.血清 α-globulin分 劃比(表3, 4, 5お よび6)

火傷直後 より血清 α-globulin分 劃比 は一般に増

加 し, 24時 間ない し3日 後において最高値をしめ し,

その後は多少動揺 しなが ら減少 し,軽 症お よび中等

症では9週 後において もなお受傷前値 を うわまわ る

のにたい し,重 症例では4週 後においてすでに受傷

前値 より減少 している.

Platoninを 投与 した 場合は非投与例に くらべ て

α-globulin比 の増加の度 が 小 さく,軽 症例および

中等症例では5γ/kg投 与の 場 合,他 の場合に比 し

て α-globulin比 の増加の度が小 さく,重 症例では

25γ/kg投 与の場合がもつ とも増加 の度が小であつ

た.

6.血 清 β-globulin分 劃比(表3, 4, 5お よび6)
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血清 β-globulin分 劃比 は火傷 直後 より増加する

が,受 傷後6時 間(中 等症のみ24時 間)に おいて最

高値 をしめ し,以 後 は多少動揺 しなが ら減少 し,軽

症お よび重症例では9週 に いたる も受傷前値 よりや

や増加 し,中 等症では9週 後にやつ と受 傷前値に恢

復す る.

Platonin投 与例では非投与例に くらべ β-globulin

比 の増加 の度がす くな く,受 傷1週 後にはほぼ受傷

前値にちかづいてい る.

軽症お よび重症例 ではPlatoninの 投 与量による

β-globulin比 の差異は投 与 例 で はみ られ なかつた

が,中 等症例では25γ/kg投 与の場合には他の投与

量に くらべ て β-globulin比 の増 加度が小であつた.

7.血 清 γ-globulin分 劃比(表3, 4, 5お よび6)

血清 γ-globulin分 劃比 は受傷後一 旦減少 し,軽

症例 では受傷24時 間後,中 等症お よび重症例では3

日後 においてすでに受傷 前値にかえ り,各 例とも受

傷1週 後において もつ とも増加 し,以 後軽症お よび

中等症では多少の増減をしめ しなが らも受傷前値を

維持するが,重 症例では9週 後にいたるもなお受傷

前値 を うわ まわつている.

Platonin投 与例では非投与 例 に くらべ明瞭な相

異がみ られ,非 投与例で受傷後減少する γ-globulin

比 はPlatonin投 与例では逆 に増加し(24時 間値が

最 大),そ の後やや減少するが なお 受 傷 前値を うわ

まわ る状態を維持 してい る.

軽症例ではPlatonin投 与量が5γ/kg,中 等症例

では25γ/kg,重 症例では50γ/kgの 場合が,他 の

投 与量に くらべてあきらかに増加度 が大であつた.

8.血 液水分量(表7)

表7　 血 液 水 分 量(%)

註:同 前
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血液水分量は受傷後急激に減少 し, 6時 間後値で

もつとも減少度が大であ るが,や がて次第に恢復増

加し,軽 症および中等症例では受傷後3日,重 症例

でも1週 間で受 傷前値 に恢復 し,各 症例 とも受傷後

1週 間値が最高 をしめ し,以 後は次第 に若干の減少,

増加を くりかえし,お おむね受傷前値を維持する.

軽症例では早期における減少度が小で,減 少持続

期間がみじか く,逆 に重症例 では早 期におけ る減少

度が大で,減 少持続期間がややなが い.早 期死亡例

では受傷直後の減少度がはなはだ大で,減 少したま

まで受傷前値にかえることな く死に至っている.

Platoninを 投与 した場合,投 与せ ざ るものと同

様に水分量の減少 が お こるが,受 傷直 後Platonin

を投与 して6時 間目の水分量においてすでに非投与

例に くらべて水分量減少の度合がす くな く,増 加の

時期もややはや く,そ の度 含もまたす くな く,一 般

に変動がPlatonin非 投与例に比 較してす くない.

受傷後一旦減少 したのち受傷前値に恢復するに要

す る日数は,軽 症例において は5γ, 25γ, 50γ の

各投与量でほ とんど差がな く3日であ り,中等症例で

は5γ 投与では7日 を要するが25～50γ 投与 では3

日で恢復 し,重 症例では5～25γ 投与 では3～7日,

 50γ では3日 で恢復する.

9.ヘ マ トクリッ ト値(表8)

火傷 ウナギの血液ヘマ トクリッ ト値 の変動は受傷

直後にはげ しく増加 して6時 間値で最高 をしめ し,

その後 は減少 して24時間値ではほぼ受傷前値にひと

し く,ふ ただび減少 して3～7日 ごろ最低 となる.

この時期以後はふただび増 加して恢復の徴をしめし

2週 で受傷前値にもどり,そ のままない しやや上ま

表8　 ヘ マ ト ク リ ッ ト 値(%)

註:同 前
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わつ た値を持続す る.一 般に重症例ほど早期増加,

中間期減少の度合がつ よい.ま た早期死亡例ではい

ちじるし く増 加 したまま,あ るいは増加後一旦激減

したままの状態で死に至 る.

Platoninを 投与 した場合もほ ぼ 同 様 の傾向を し

めすが,こ の場合 ヘマ トクリッ ト値の増 加あるいは

減少 の度合がPlatoninを 投与 しない例 に くらべて

小 であり,か つ受 傷前値への恢復がはやめられて受

傷後3～7日 で受傷前値へ もどつて くる. Platonin

投与量に よるヘマ トク リット値の変動は軽症お よび

重症例ではあ まりはつ きりした差異はみ とめ られ な

いが,中 度症例においてはPlatonin投 与量が25～

50γ の場合には5γ 投 与の場合に くらべて変動がす

くな く,か つ受傷前値への恢復 も若干はや いようで

ある.

10.ヘ モグロビン量(表9)

ヘモグロビン量 の変 動 は火 傷 直 後に急激に増加

(軽症例では42.7%,重 症例では20.7%の 増加)し,

 6時 間値で最 大をしめ し,そ の後 しだいに減少して

24時 間でほぼ受傷前値にかえ り,一 旦減少 して2週

間目で受傷前値に恢復 して以後ほぼ この値を持続す

る.重 症例ほ ど増減量がはなはだ しく,早 期死亡例

では増加あるいは増 加後減少 した ままの状態で死に

いたる.

Platonin投 与例で もほぼ 同 様 の傾向をしめすが,

罪投与例に くらべて受傷直後のヘモグロビン量の増

加の 合は小で,一 旦減少後受傷前値への恢 復は非

投与例 よりも早 く3～7日 である.

Platoninの 投与量に よる差 異 に ついては軽 症お

よび重症例ではほとん ど有 意の差はないが,中 等症

表9　 ヘ モ グ ロ ビ ン 量(g/dl)

註:同 前
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例ではPlatonin 25γ 投 与 の場合 に5γ あ る いは

50γ 投与の場合に くらべてヘモグロビン量の増減の

度がす くな く,し たがつてはや く受傷前値に恢復す

る傾向がみられた.

11.赤 血球数(表10)

火傷 ウサギの赤 血球数の変動 は受傷後激減 して24

時間値が最小であ り(重 症では約20%,軽 症 では平

均10%前 後減少する),そ の後 は漸 次 増加 して軽症

例では2週,中 等症例では3週,さ らに重症例では

約4週 屋で受傷前値にほぼ恢復 し,以 後若干の増 加

をたもつ傾向をしめす.

Platonin投 与例で も火 傷 後 激 減す るが,そ の度

合 は非投与 例に比して一般に軽度であ り,受 傷前値

に恢復する時期 も若干 はやめられ, Platonin投 与量

による差異 は各例においてあまり有意ではなかつ た.

表10　 赤 血 球 数(×104)

註:同 前

12.白 血球数(表11)

白血球数は受傷 後 急 激 に増 加 して6時 間で最大

とな り,こ の時期以後は徐々に,あ るいは比 較的急

速に減少して受傷前値 を下 まわつて くる傾向をしめ

す.火傷の程度に よる差異 としては軽 症例では4週 目

ではじめて受傷前1直を下 まわるが,中 等症および重

症例ではすでに2週 目で受傷前値を下 まわつている.

Platonin投 与例 では 非 投 与 例に くらべて受傷直

後の白血球増加度がやや小であ り,増 加 している期

間 もみ じか く, 3週 目以後は受 傷前値 を維持 してい

る.

Platonin投 与量に よる差 異 については軽症例で
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表11　 白 血 球 数

註:同 前

は5γ 投与の場合,中 等症では50γ 投 与 の 場 合 が

他の場合に くらべて初期増加の度がす くな く, 2週

以後ですでに受傷前値 を維持 している.

13.尿 総窒素量(表12)

火傷 ウサギ尿総窒素量は火傷後おおむね6～12時

間 は排尿な く, 24時 間尿における尿総窒素量が最大

で あり,こ れ より次第に減少す るが受傷前値をやや

上回 り, 9週 日にいたつてほぼ受傷前値にちかづ く.

重症例ほど尿総窒素量が多 く,中 等症,軽 症 の順で

す くない.

表12　 尿 総 窒 素 量(g/dl)
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註:同 前

Platoninを 投与 した 場 合 には非 投与例に くらべ

て尿中窒素の排出が小であ り,軽 症例ではPlatonin

投与量による差 異 は 明瞭 で ないが,中 等症例では

5γ,重 症例では25γ 投与の場合が他の投与量に く

らべ尿中窒素の排出が小であつた.

総括ならびに考按

以上の実験成績を総括,考 按す るとつ ぎの ごとく

である.

1.網 内系機能は火傷後急速 かつ高度に低下す る

が,火 傷後24時 間以後は徐々に(重 症),あ るいは比

較的急速に(軽症)受 傷前値にちかづき(1～2週 目),

以後はほとん ど著明な変化はみられ ない.

網内系の機能は体内異物の摂 取,老 化 した赤血球,

白血球,血 小板お よび外来進入 の細菌を貪喰破壊 し

ての血液浄化,脂 肪,類 脂体,含 水炭素,蛋 白,血

色素鉄ならびに体内水分の調節等新陳代謝 調節,解

毒ならびに免疫体産生機能等であるといわれてい る

が,火 傷はい うまでもな く全 身性の疾患であるか ら

身体各部にひろ く分布する網内系の機能が火傷直後

に急激に低下することは当然考 えられる ことであ り,

また火傷に よつて変性,死 壊す る赤白血球が網内系

で摂取消化せられ るために徐々に網内系機能は恢復

し,以 後はその状態を持続するのである.

このような変動を しめす火傷ウナ ギの網内系機能

にたい しPlatoninを 投与す ると受 傷 直 後の機能

低下の程度が よわめられ,な おかつ恢復 もはやめ ら

れ受傷後1週 間で受傷前値に恢復 し,と くに軽症に

は5γ/kg,中 等 症 に は25～50γ/kg,重 症 に は

50γ/kgと 火傷程度 によつ てPlatonin投 与量 を増

加 した場合が より良好の恢 復成 績 をえた. Cyanin

系感光色素虹波に関す る文献に よる と,該 色素 中と

くにLumin,紫 光等には 生体機能亢進的作用があり,

たとえば抗体産生および免疫体産生を促進 し,火 傷

および凍傷等の治癒 を促進す ることが報告 され,こ

れは本色素が網内系機能を亢進せ しめるためである

といい5),ま た毛 細血管の拡張お よび循環機能 を促

進するためであるとも報告 し,吉 尾7)も 網内系機能

は適量 のCyanin系 感光色素(Luminお よび紫光)

の投与 により著明に亢進 し,その適量は10～55γ/kg

である とのべ,本 庄6)も またThiazolocyanin系 感

光色素Platoninの 微 量 投 与(5～10γ/kg)が 網

内系機能 を亢進せ しめ ると報告 しているが,こ のよ

うな研究にみ られ る ごと く, Platoninを 投与 した

場合には火傷後 の機能低下が よわ く,か つ比較的は

や く恢復する ことは当然 であろ う.
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2.血 清総蛋 白量は火傷直後激減 し, 3日 目以後

しだいに恢復す るが,重 症例ほ ど受傷直後の減少が

大であ り,恢 復開始の時期 もおそい.

火傷早 期において血液濃縮が招来 されていなが ら

他方血清蛋白質量が急激かつ著明に減少す るとい う

結果は火傷による血清蛋白質の喪失量がいかに顕著

であるかを物 語るもので,血 漿の血管外漏出お よび

蛋白質 崩壊に原因す るもの と考え られてい る.血 漿

の漏 出はUnderhillら によると受 傷 部 位 の局所血

管 よりの脱失 といい, Davidsonは 全身 毛 細管壁の

変化に よる透過性 の増大のためであ ると説明 してい

るが,井 上8)は 火傷 ウサ ギでは皮膚の性状が ことな

るため受傷早期に火 傷部位か らの血漿滲漏はみ られ

ないことか ら,む しろ両説をあわせかんがえた方が

妥当とおもわれる とのべている.い づれにせ よ蛋白

質 の崩壊については尿中窒素の増加からで もあきら

かに理解 され るところで,前 記井上以外に根岸 ら9)

も火傷 後一時血清蛋 白量が減少 し,軽 症では1～2日,

中等症では約1週 間,重 症 では7～10日 後以後より

火傷前の状態にむかつて恢復 しはじめるとのべ て著

者 とほぼ類似 した成績をあげてい る.

Platoninを 投与 した場合には火傷後の減少度が小

であ り,か つ恢 復の時期 もはやかつたが,火 傷時に

は血清蛋白質のおもな生成器官である肝が早期に障

碍 され るが,こ れにたい し感光色素が組織の賦活 作

用を有す ることがPlatoninの 火傷に たいす る治癒

効果であろ う.

3.火 傷 ウサギの血清albumin分 劃 比は受傷後

急激に減少 し,受 傷後1～3日 目までに最小 とな り,

それ以後は 漸 次 恢 復(受 傷 前値)に むか う.血 漿

albuminは 血漿 蛋白質の半 分 以 上を しめる成 分で

あつて,血 液滲透圧の維持,し たがつ て血漿 水分量

の保持,各 種物質の輸送機能,保 護膠質としての作

用などのほかに体蛋 白の栄養源 としての本質的機能

を有 してい るため,本 分劃は動物体の変調を きわめ

て鋭敏に反映す るもの とか んがえ られる.そ れ故,

火傷時には血漿 蛋白質の体外亡失がおこるため,同

時にalbuminの 減 少がお こるのであつて火 傷早期,

すなわちシ ョック状態 におけ る血 清albuminの 著

減については杉江10), Edwards11),井 上8)ら の報告

す るところで,著 者の成績 と軌を一にす るものであ

る.

Platoninを 投与 した場合には 非 投 与 群に くらべ

てalbuminの 減 少度 が小で,か つ受 傷前値 に恢復

するの もはや く,ま た軽症例にPlatonin 5γ を投

与 した場合お よび 重 症 例 に25～50γ を投与した場

合には他の投与量に くらべてalbuminの 減少 がや

やす くな く,恢 復 もはやい ようであつた.

Platonin投 与時におけ るウサギ血清albuminの

変動についての研究は本庄6)の 実験 以外には寡聞に

してみあたらぬが,本 庄 に よるとalbuminに つい

ては有意の差 はみ とめなかつた とのべて著者の成績

とは反す るが,血 清蛋白の生成な らびに代謝の中心

とみ られ る肝等の主要臓器にたい し賦活的作用をな

す とい わ れ るPlatoninの 性 状 か ら考 え ると,

 Platonin投 与に よっ てalbuminの 著 減 が 防禦で

き る とい うことは 想 像 に か た くな い と ころで あ る.

4.火 傷 ウサ ギの 血 清 α-globulin分 劃比 は一般

に増 加 し,火 傷 後24時 間 ない し3日 目に最 高値 を し

め し,つ い で漸 次 減 少 し て 受傷 前 値 を 上下 す るが

Platoninを 投 与 した 場 合 に は 非投 与 群 に くらべ て

α-globulin比 の増 加 の 度 が 小 さ く,軽 症例 お よび

中等 症 例 で は5γ,重 症 例 で は25γ 投 与 の場 合が も

っ とも増 加度 が 小 で あつ た.

α-globulinの 性 状は 物 理 化 学 的 性質 か ら も臨床

的 に,もalbuminに も っ と もちか く, α-globulinの

増 加 は 急性 疾 患 の特 徴 で あ り12),ま た血 清albumin

減 少 の代 償 とし て増 加す る13)と と く人 もあ るが,井

上8)は 火傷 時 に おけ る 血 清 α-globulin比 の増 加は

血 清albuminの 減 少 をお ぎな うほ どでは ない との

べ て い る.

Platoninの 血清蛋白 分 劃比にお よぼす影響につ

いて検 した本庄6)の研究ではPlatonin 5γ 1回注射,

隔 日3回 注射, 5日 毎4回 注射す るもα-および β-

globulinに は有意な変 動 を み とめなかつたとのべ

ているが,著 者 のえた成績にはなお十分なる検討が

今後のぞ まれるべ きであろ う.

5.火 傷 ウサ ギの血 清 β-globulin分 劃比は α-

globulinと 類似 し,火 傷直後か ら増加 し,受 傷後6

時間(中 等症のみ24時 間)で 最高値 をしめし,以 後

は多少動揺 しつつ減少 したが, Platonin投 与例では

弾投与例に くらべ て β-globulin比 の増加の度がす

くな く,受 傷後1週 目にはほぼ受傷前値 にちか く恢

復 してい る.そ して軽症 および重症例ではPlatonia

の投与量に よる β-globlin比 の 変 動 差にはほとん

ど影響がみられなかつたが,中 等症例では25γ 投与

の場合には他 の投与量に くらべて初期増加の度がす

くなかつた.

火傷時におけ る血 清 β-globulin分 劃動揺の意義

ば不 明14)で あ るが,肝 機能 障碍 と関係があるとい
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う報告15)が あ り, Ludwigは 火 傷 ネ ズ ミで は β-

globulin分 劃 の増 加 を み る と い い, Giessingは 火

傷 ウナ ギで β-globulin分 劃 の増 す ことを 発 表 し,

中村16)は 火 傷 イヌ で β-globulin分 劃 は 火傷 後増 し

て シ ョ ック時 減 少す る との べ,井 上8)も 受 傷 早 期 か

ら中期 のは じめ にか け て β-globulin比 が増 加 した

と報 告 し て い る.

Platoninの β-globulin比 に た いす る影響 に か ん

しては α-globulinで の べ た ご と くで あ る.

6.火 傷 ウ サ ギの 血清 γ-globulin分 劃比 は 火 傷

後 一 旦減 少 し,軽 症例 では 受 傷後24時 間,中 等 症 お

よび 重症 例 では3日 後 に お い て受 傷前 値 に か え り,

受 傷後1週 間 目に お い て もつ と も増 加 し,以 後 ふ た

た び や や 減 少 し て 受 傷 前 値 を ほ ぼ 維 持 す る.

 Platonin投 与 例 で は 非投 与 例 に くらべ て 明瞭 な差

がみ られ,受 傷 直 後 逆 に増 加 し(24時 間 値 が最 大),

その 後は や や減 少 す るが受 傷 前 値 を こ え る値 を維 持

し,軽 症 例 では5γ,中 等 症 例 では25γ,重 症例 で

は50γ のPlatonin各 投 与 時 に,他 の 投与 時 に く

らべ受 傷 直後 の γ-globulin比 増 加度 が 大 で あつ た.

Ludwigは 火 傷 ネズ ミで γ-globulin分 劃 の増 加

をみ るとい つ て い る が,中 村16)は 火 傷 イヌで γ-

globulin分 劃 は 火傷 減 少 し,シ ョ ック時 増 加 す る と

報告 し,井 上8)もglobulin分 劃 中 γ-globulin比

のみ は火 傷 後 減少 す る ものが お お く,軽 症 ほ ど その

変動 が ちい さかつ た とのべ て著者 の成 績 とほぼ 一 致

してい る.ま た これ は 石 西,河 内17)が 重篤 な 火傷 患

者 にお い て オ イグ ロ プ リンの 減 少 を報 告 して い る こ

と とも一致 す る.

Platonin投 与(pro kg 5γ 隔 日3回 注射)に よ

つて確 実かつ持続的 に γ-globulin分 劃の増大 をき

たす とい う本庄6)の 報 告からかんがえれば,火 傷直

後 減 少 す る γ-globulin分 劃も, Platoninを 投与

した場合には網内系機 能の亢進 とともに減少 しない

で逆に増加す るものとお もわれ,石 西,河 内17)が火

傷時におけ るオ イグロブ リンの減少を予後の不 良な

ことを示す といつていることか らすれば γ-globulin

分劃の増加をきたすPlatoninは 火傷治 癒に大 きな

役割を演じていると思 惟され る.

7.血 液水分量は受傷後急激に減少 し受傷後6時

間でもつとも減少度が大 であるが,や がて漸次増加

して3～7日 後 には受傷前値にかえる.各 症例 とも

受傷1週 間値が最高を しめ し,以 後は次第 に減少 し

て受傷前値 を維持す る.軽 症例 では重症例 に くらべ

て早期におけ る減少度が小で,か っ減少持続期間が

みじか く,早 期死亡例では受傷直後の減少度 がはな

はだ大で,減 少 した ままで死にいた る.

Platoninを 投与 した場合に も早 期における水分量

の減少がお こるが,非 投与例に くらべ減少度がす く

な く,受 傷前値への恢復 の時間 もはやい.

火傷早期に血液水分量が減少 し,中 間期に血液水

分量が増加 し,晩 期に入 ると増加 していた水分量が

徐々に恢復の傾向を示 して くると井上8)は 報告 して

著者 の成績 とほぼ軌を一 にす るが,火 傷早期に血液

水 分 が 血 管 外 に漏 出す るた め に 減少 す る と従

来18)-21)考え られ て い た が,最 近では副腎髄質不

全に原因 し,血 液水分が主 として肝に集まるため減

少するといわれ ている22).ま た中間期におけ る増加

は血清蛋 白質量の減少,赤 血球の破壊,赤 血球新生

機能の一時的障碍23)の結果,必 然的に招来 され るも

のであろ う.

Platoninの 投与が血液水分量の早期減少を軽度に

す るのは如何なる機序によるものか十分にこれを闡

明にすることができない.

8.ヘ マ トクリット値 およびヘモグロビン量はと

もに受傷後急激に増加 して6時 間後に最 大値を しめ

し,つ いでやや減少 して24時 間後 には受傷前値に恢

復 し,一 旦減少す るが2週 後には恢復 して以後はほ

とん ど変動を しめ さない.重 症例ほ ど早 期増加,中

間期減少の度がつよい.

Platoninを 投与 した場合には受傷後におけ るヘマ

トクリ ット値 お よびヘモグロビン量の減少あるいは

増加の度が非投与群に くらべ一般 にす くな く,受 傷

前値への恢復がややはやいよ うである.

火傷早期にいわゆ る血液濃縮がおこることはすで

にひろ く知 られてお り,そ のため当然ヘマ トクリ ッ

ト値やヘモグロビン量の急激な増加がお こるわけで,

中間期にいたる と火傷局所における溶血24)も一つの

原因であろ うが,さ らに火傷 ウナギの肝にもつ とも

いち じるし くかつ脳,心,脾 等に も産 出され るとい

う溶血性物質25)とあいまつて最大お よび最小赤血球

抵抗がいづれ も減弱24)する ことか ら赤血球が多量に

破壊 され,く わ えるに造血器官の一時的退行変性23)

もお こるため とおもわれる.晩 期にはふたたびヘマ

トク リット値,ヘ モグロビン量が恢復す るのは一時

障碍 されていた骨髄の造血機能が赤血球新生機 能を

とりもどす23)ため とかんがえ られ る.

Platonin投 与に よりヘマ トクリッ ト値お よびヘモ

グロビン量の早期増加,中 間期減少の度が非投与群

に くらべて著明でなかつたが,鳥 井26),福 永 ら27)は
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Luminあ るいは紫光を 使 用 して正常 ウサ ギにおけ

る血色素量,赤 血球数の増加,一 般血液性状の恢復

をみているが,感 光色 素の有す る造血機能賦活作用

に よつてヘマ トクリ ット値やヘモグロビン量にたい

す る変動が おさえ られ ているものと思惟 され る.

9.赤 血球数は受傷後激減 し, 24時 間後 に最少値

を しめ し,そ の後は漸次増加 して軽症例では2週,

中等症例 では3週,さ らに重症例 では約4週 後 には

受傷前値 にほぼ恢 復す る.

火傷によつて赤血球数が減少 し赤血球 の破壊 され

ることは程度の差 こそあれ採血時 に溶血があきらか

に観察 され ることからも うかがわれる ことであ り,

 Werthheim28)は 熱傷動物の血液では正常成分以外に

つねに変化 した赤血球お よびいちじるしく血色素を

うしなつた赤血球があ ることを 報 告 し, Falk29)は

また同様 な変化をみ て熱傷後に くる肺炎 あるいは腎

炎等 はこの変化 した血液成 分によるものである とし

て熱傷後の諸種 の障碍の因を赤血球の破壊に帰せん

とす るほ どである.

Platonin投 与例で も赤 血球数の減少がみられ るが,

その度合は非投与例に くらべ一般に軽度,か つ受傷

前値えの恢復が若干はやめられたが,鳥 井や福永 ら

のLumin,紫 光に よる研 究 成 績 でもあきらかに感

光色素が赤血球増 加に有効であ り,感 光色素が一部

赤血球内に侵入 して赤血球破壊 を防止するのに役立

つているのではないか と推せ られ る.

10.白 血球数は受 傷後急激に増加 して6時 間後に

最大 となり,こ の時期以後は徐 々に,あ るいは比較

的急速に減少 して受傷前値 を下 まわる傾向を しめす.

火傷後白血球数の 増 加 を き たす ことは繁田30),

谷31)らの研究 と同様 な傾 向をしめすものであ り,全

身性疾患である火傷に よつてその防禦反応 として白

血球の増加 をきたす ことは当然かんがえ られ るとこ

ろである.

Platonin投 与に よつて受傷直後 の白血球増加の度

が非投与例 よりも小 であ り,増 加 している期間 もみ

ちか く,比 較 的 は や く恢 復 して い るが,荒 川は

Platoninが 網内系機能 亢 進 または白血球貪 喰能亢

進 作用 のす ぐれていることを指摘 してお り,火 傷に

よる全身的な影響がPlatoninに よつて防護せられ

るため,そ れに対応す る防禦反応のあらわれ として

の白血球数の増加が緩徐であるのではなかろ うか.

11.尿 総窒素量は受傷後24時 間において最大で,

それ より次第に減少するが なおかつ受傷前値 をやや

上 まわ り, 9週 目にいたつ て受傷前値にはぼ恢復す

る.重 症例ほ ど窒素の排出が大 である.

この変動は血清蛋白質量の増減 と対蹠的であつて,

これは火傷に よる血清蛋白の崩壊喪失,つ づいて恢

復の過程の証となるとCuthbertson32)が説明してい

るとおりであろう.

Platoninを 投与 した場合には非投与例に くらべて

窒素の尿中排出が小で,と くに中等 症 では5γ,重

症では25γ 投 与 の場合が他の投与 時 よ りも小であ

つたが, Platoninが 組織 賦活作用を有することによ

つて血清蛋白の崩壊,喪 失が保護 され,た めに窒素

の尿 中排出が小 となる とかんがえるのが妥当ではな

かろ うか.

結 論

網内系機能を低下 させたい正常 ウサギを軽度,中

等度お よび重症の3度 にわけて火傷 させ,さ らに各

度火傷時にPlatoninを5, 25お よび50γ/kgの3

種類各別 々に投与 して,網 内系機能,血 清蛋白量,

血清蛋白分劃,血 液像 および尿総窒素量等にいかな

る変動がみられ るかについて研究 をお こない,つ ぎ

の ごとき結論をえた.

1.火 傷 ウナ ギにPlatoninを 投 与す ると,非 投

与群に くらべ体重の減少は軽度,受 傷部痂皮の早期

剥 離,新 鮮皮膚の早期出現,被 毛の早期復元等がみ

られた.

2.網 内系機能は火傷によつて急速かつ高度に低

下 し(6～24時 間後が最低), 1～2週 後 に は機能

は恢 復す るが,重 症群は軽症群に くらべて受傷直後

の低下が著明,恢 復 が 緩 慢 で あるが,軽 症群には

5γ/kg,中 等 症 群 には25～50γ/kg,重 症 群には

50γ/kgのPlatoninを 投 与 した 場合において受傷

直後の機能低下度の減弱,早 期恢復が著明であつた.

3.血 清総蛋 白量は受傷後激減 し, 3日 後 よりし

だいに恢復す るが,重 症例ほど受傷直後の減少が大

であり,恢 復開始の時期 もおそい. Platoninを 投与

した場合には火傷後 の減少度が小であ り,恢 復の時

期 もはやかつた.と くに各症例群 とPlatonin投 与

量では軽症例では5γ/kg,中 等症例では25～50γ/kg,

重症例では50γ/kg投 与の場合において,他 の場合

よりも著明であつた.

4.血 清albumin分 劃 比は血清総蛋白量 とほぼ

同一の傾向をしめ し, Platoninを 軽症例では5γ/kg,

重症例では25～50γ/kg投 与 した場合には他の場合

に くらべて受傷直後におけるalbumin分 劃比の減

少がややす くな く,恢 復 もはやい ようであつた.
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5.血 清 α-および β-globulin分 劃 比 は ともに

受傷後増加し, 6～24時 間後に最高値を しめ し,そ

の後は多少動揺 しながら減少す るが容 易に受傷前値

には恢復しない, α-globulin分劃比 は軽症お よび中

等症例に5γ/kg, β-globulin分 劃比 は中 等 症例に

25γ/kgのPlatoninを 投与 した場 台が,他 の場合

に比し動揺が比較的す くなかつた.

6.血 清 γ-globulin分 劃比は受傷 後 一旦減少す

るが24時 間ないし3日 後 には受傷前値 にか えり, 1

週後には逆に増 加す るが,以 後は受傷前値を多少上

下 す る状 態 を 維持 す る. Platonin投 与 によつて

γ-globulin分 劃比は受傷後も減 少 せず 逆 に増 加す

る が,と くに 軽 症 例 で は5γ/kg,中 等症例では

25γ/kg,重 症例では50γ/kgの 場合が 他 の場合に

くらべて著明であつた.

7.血 液水分量および赤血球数は受傷後急激に減

少 し, 6～24時 間で最少で,の ち漸次恢復増加 し,

重症例で も血液水分量は1週 後,赤 血球数は4週 後

には受傷前値に恢復する.血 液水分量は中等 症例に

25～50γ/kg,重 症例に50γ/kgのPlatoninを 投与

した場合が,他 の投与量の場合ならびに非投与例に

くらべて受傷直後 の減少が軽 度であつた.

8.ヘ マ トクリ ット値お よびヘモグロビン量は と

もに受傷後急激に増加 して6時 間後に最大 とな り,

一旦減少(24時 間後に)し たのち,ふ たたび2週 後

には受傷前値に恢復する.中 等 症 例 に お いてヘ マ

トクリッ ト値は25～50γ/kg,ヘ モ グ ロビ ン量 は

25γ/kgのPlatonin投 与の場 合が他の場合に くら

べて受傷後の増加が著明でなかつた.

9.白 血球数も受傷後急増 して6時 間後に最大 と

なり,以 後は徐々に,あ るいは比較的急速に減少 し

て受傷前値にちかづ く.軽 症例では5γ/kg,中 等症

例では50γ/kgのPlatoninを 投与 した場合が,他

の場合に くらべて受傷後の白血球数の増加がす くな

かつた.

10.尿 総窒 素 量 は 尿 比 重 とともに受傷後24時 間

(6～12時 間では排 尿 は ない)尿 で,こ れ より次第

に減少す るが9週 後 まで受傷前値 を上回る.中 等症

例で5γ/kg,重 症例で25γ/kgのPlatonin投 与時

が,他 の場合に比 較して尿中窒素の排出が小であつ

た.

11.正 常 ウサギの火傷時におけ る網内系機能,血

清蛋白量な らびに血清蛋 白分劃お よび血液諸成分の

性状等か ら思惟すれば, Platoninの 投与は火傷治癒

に有効であ り,と くに.軽症例 には5γ/kg,中 等症

例には25γ/kg,重 症例では50γ/kg隔 日3回 投与

法がす ぐれてい ることが推せ られた.

擱筆す るにあた り,指 導,校 閲をたまわつた恩師

三上教授に深謝 します.

(この論文の要旨は昭和32年6月,第40次 日本法

医学会総会で発表 した)
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Experimental Studies on the Effect of Photosensitizing Dye,

 Platonin (thiazolocyanine) upon Healing of Burns

l st Chapter: Experimental Studies on the Effect of Photosensitizing

Dye, Platonin on Serum Protein and Reticuloendothelial

System in the Burning Rabbits

By

Seiichi KOGATA

Department of Legal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Y. MIKAMI)

The author has burned the normal rabbits, which are not lowered the function of reti

culoendotherial system, dividing them in three groups, weak, middle and strong, and moreover 

has injected photosensitizing dye, Platonin pro kg 5, 25 and 50ƒÁ on each burning rabbits; 

has taken observations of their reticulo-endotherial system, Congo-red test method, electro

phoresis of the serum protein and blood picture. It was found that it is effective the admini

stration of Platonin on healing of burns, especially injected pro kg 5, 25 and 50ƒÁ owing to 

their burning degrees three times in every other days.


